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（総括）

令和 6年度は、ロシアによるウクライナ侵攻やイスラエルと周辺諸国との紛争について、終

息が見えず長期化する一方、アメリカ大統領選挙の結果や中国の景気停滞の影響もあり、世

界景気の動向が見通せない状況であった。我々物流業界においては、４月にいよいよ「物流

の 2024 年問題」トラックドライバーの時間外労働規制の適用が開始されたほか、猛暑や大

雨等自然の変化の影響を大きく受け、カーボンニュートラルへの対応など、様々な課題に直

面した 1年であった。

特に「物流の 2024 年問題」においては、国において改正物流法の公布、物流関係予算の大

幅な増加や、「新たなモーダルシフトに向けた対応方策」の公表等さまざまな動きがあり、

「持続的な物流の発展」を目指す国の強い意志が示された年であった。

このような状況のなか、物流連においても「物流の 2024 年問題」を見据えて新たな取り組

みを実施する等、様々な活動を進めてきた。

まず「物流を等身大で社会一般から見ていただく活動」として、会員企業のご協力のもと学

生を対象とした物流業界セミナーや合同説明会を開催したほか、少人数の学生を対象とする

物流業界セミナー・座談会をＷｅｂで新たに開催し、大学での寄付講座や学内セミナーも継

続して行い、より多くの学生に「リアルな物流業の実態と物流業の重要性」を認識してもら

う機会を提供した。

また転職希望者に対して物流業を認識してもらうことを目的として、物流連として初めて

「転職フェア」に出展を行ったほか、昨年度に引き続き一般紙に意見広告を掲載する等、人

材育成と広報活動の強化を継続した。

「国際的な課題への取り組み強化」では、一昨年より実施してきたベトナムに対する調査の

とりまとめを行い、それに続くものとしてインドの物流事情の調査を開始したほか、世界情

勢の不安定化や感染症拡大により中止してきた海外物流視察団を９年ぶりに結成し、タイ・

ベトナムの物流施設に対する視察を行った。

「労働力不足・物流の生産性向上を目指した取り組み」については、ダイバーシティ推進ワ

ーキングチームにおいて、障害者の活躍推進をテーマに、調査検討を開始し、国が主催する

「官民物流標準化懇談会」及び傘下の分科会に積極的に参画したほか、コロナ禍等により中

止していた施設見学会について、先進技術の活用等に関する検討の一環として、8年ぶりに

実施した。

「物流環境対策への取り組み」では「物流環境大賞」表彰を実施したほか、従来実施してい

た「モーダルシフト取り組み優良事業者賞」について、荷主も共同で応募できるようにした

うえで、装いも新たに「モーダルシフト優良事業者大賞表彰」として実施した。

このほか、１月にはこれからの物流について考えるきっかけとするため、「物流連セミナー」



を開催し、また昨年に引き続き、２月には国土交通省物流・自動車局も交えて主要メディア

との論説委員・解説委員との懇談会を開催し、意見交換を行った。

物流業界における労働力不足の問題は、２０２４年だけのものでは決してなく、少子高齢化

の進行や人口の都市への集中等に伴い今後も継続し、深刻化する問題である。担い手不足の

問題だけでなく、自然災害への対応やカーボンニュートラルへの対応等、さまざまな課題に

対応し、日本の産業や社会を支える重要なインフラである物流の持続的成長を今後も実現し

ていくためには、物流構造の革新的かつ根幹からの改革が必要で、国や地方自治体をはじめ、

荷主の皆様・一般消費者の皆様など関係者すべてが連携・協力して、各モードの枠を超えた

「モーダルコンビネーションの最適解」を追求していく必要がある。

物流業界のさらなる発展に寄与するため、以上のような問題意識のもと、官民連携、他産業

との連携を強化するとともに、より一層充実した取り組みを行っていく。
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Ⅰ．法人の状況に関する重要な事項

１．業務活動の推進（委員会活動等）

（１）基本政策委員会関係

①第３５回基本政策委員会

・開催日：令和６年９月２５日（水）

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：１０１名（対面１１名、オンライン９０名）

・講 師：国土交通省物流・自動車局物流政策課長 紺野博行氏

・テーマ：「最近の物流政策について」

第二部「委員会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：１４名

・議 題：a. 令和７年度の物流関係の予算概算要求等の概要について（国交省）

     b. 物流連の令６年度上期事業活動について

     c. その他

委員会では、最初に紺野物流政策課長から「令和７年度の物流関係の予算概算要求

等の概要」について説明があり、これを受けて各委員より活発な質疑応答があった。

続いて、事務局から物流連の上期の活動状況等の報告が行われ、引き続き官民連携

による課題解決に向けた取り組みの重要性が確認された。

②第３６回基本政策委員会

・開催日：令和７年３月２７日（木）

第一部「講演会」

  ・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：６８名（対面１２名、オンライン約５６名）

・講 師：国土交通省物流・自動車局物流政策課長 紺野博行氏

・テーマ：「最近の物流政策について」

第二部「委員会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：１４名

・議 題：a．物流連の令和７年度事業計画（案）について

     b．その他

委員会に先立つ講演会では、紺野物流政策課長から物流業界の現状について説明
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があった後、令和６年２月に決定された「２０３０年度に向けた政府の中長期計画」

の進捗状況と次期「総合物流施策大綱」の策定に向けた対応について詳細な説明が

あった。

委員会では、事務局から物流連の令和７年度事業計画（案）の説明が行われ、活発

な質疑応答がなされた。

（２）人材育成・広報委員会関係

①令和６年度第１回人材育成・広報委員会

・開催日：令和６年９月２０日（金）

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：２１名（対面１６名、オンライン５名）

・議 題：ａ. 令和６年度 上期活動報告

ｂ. 令和６年度 「物流業界研究Ｗｅｂセミナー」の活動報告

ｃ. 令和６年度 下期活動計画（案）

委員会では、赤間委員長の挨拶の後、上期の活動として主に「大学寄附講座」や

「大学学内セミナー」、中学生を対象とした「職場体験」、「物流業界研究Ｗｅｂセミ

ナー」等について事務局から報告があり、「物流業界研究Ｗｅｂセミナー」について

は継続して実施していくことの重要性が確認された。

続いて、下期の活動計画として、就職活動を控える学生等を対象とした「物流業

界合同説明会」をＷｅｂと対面で開催することや、「大学寄附講座」、「物流見学ネッ

トワーク」等の取り組みのほか、新たに、大学生を対象に物流業界の基礎知識を学

べる機会としてＷｅｂ形式の座談会を実施する旨の説明があり、下期活動計画

（案）は原案通り承認された。

②令和６年度第２回人材育成・広報委員会

・開催日：令和７年３月２６日（水）

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：１５名（対面７名、オンライン８名）

・議 題：ａ. 令和６年度 年間活動報告

ｂ. 令和６年度 「物流業界合同説明会」の活動報告

ｃ. 令和７年度 年間活動計画（案）

委員会では、赤間委員長の挨拶の後、事務局から年間活動報告として、上期の活動

のほか、下期の「大学寄附講座」、「大学学内セミナー」、「物流業界合同説明会」、「物

流業界セミナー＆座談会」の実施報告、会員の若手で構成する「物流いいとこみつけ

隊」の活動状況等の報告が行われた。「物流業界合同説明会」については継続して実

施していくことの重要性が確認された。
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続いて、事務局から令和７年度の活動計画（案）の説明があり、令和６年度と同様

に継続する事業を確認したほか、新たに「転職や再就職などの求職者を対象にした魅

力発信に関する取り組みの検討」等についても説明し、年間活動計画（案）は原案通

り承認された。

③令和６年度「物流業界研究Ｗｅｂセミナー」の開催

主に就職活動を控える学生に、「物流業の社会的重要性や先進性などに対する理解を深

め、業界の魅力を感じてもらうこと」を目的として、毎年夏に「物流業界インターンシッ

プ」を開催してきたが、学生の就職活動の早期化に対応するため、今年度より開催時期や

運営方法の見直しを行った。見直し後の内容としては、主にインターンシップや仕事体験

の参加を目的とする若い世代（大学生）を対象とし、従来の目的に加え「インターンシッ

プや仕事体験に参加する物流企業を発見する機会を提供すること」を新たな目的としたう

えで、「物流業界研究Ｗｅｂセミナー」として開催した。

Ｗｅｂ形式で６～７月に計３回開催し、参加学生は企業が構えるＺｏｏｍ上のルームを

自由に選択して訪問しながら、各社の会社概要や事業内容、役割や使命、インターンシッ

プ等の様々な情報を収集した。また、特別プログラムとして、物流連が行う業界全般に関

する講演会や会員企業の若手によるトークセッション、質問会などの企画を用意した。

全体として、参加学生数はのべ５７８名、参加企業数は３４社だった。

【１回目】

・開催日   令和６年６月１９日（水）

・参加学生数 １６２名

・参加企業数 ２７社

【２回目】

・開催日   令和６年７月４日（木）

・参加学生数 ２０７名

・参加企業数 ２８社

【３回目】

・開催日   令和年７月２０日（土）

・参加学生数 ２０９名

・参加企業数 ２０社

【プログラム内容】（各日程共通）

・各企業説明（各企業１クール３０分、８クール）

・特別プログラム１：講演会「物流業界の現状と未来 求める人材像について」

・特別プログラム２：トークセッション

・特別プログラム３：投票形式 ぶっちゃけ質問会！

※参加企業一覧（５０音順）
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㈱イーソーコドットコム／上野トランステック㈱／㈱ＡＮＡ Ｃａｒｇｏ／

ＳＢＳフレック㈱／ＮＲＳ㈱／ＮＸ商事㈱／Ｆ－ＬＩＮＥ㈱／花王ロジスティクス㈱／

ケイヒン㈱／鴻池運輸㈱／佐川急便㈱／佐川グローバルロジスティクス㈱／山九㈱／

鈴与㈱／西濃運輸㈱／セイノースーパーエクスプレス㈱／センコー㈱／第一貨物㈱／

東洋埠頭㈱／トナミ運輸㈱／㈱ニチレイロジグループ本社／㈱日新／日鉄物流㈱／

日本貨物鉄道㈱／日本梱包運輸倉庫㈱／日本通運㈱／日本パレットレンタル㈱／

日本ロジテム㈱／福山通運㈱／㈱丸運／丸全昭和運輸㈱／㈱ヤマタネ／

ユーピーアール㈱／ロジスティード㈱

④令和６年度「物流業界合同説明会」の開催

就職活動を控える学生等を対象に物流業を広く理解してもらう目的で、多様な業種の

物流企業が一堂に集結し、業界研究及び採用情報等を得る機会を与える合同説明会を

Ｗｅｂ、大阪、東京で開催した。

各社が会社概要や経営戦略、提供する物流サービス等の企業情報を説明するほか、特

別プログラムとして、物流連による講演会や若手社員の実体験やアドバイス等を直接聞

くことのできるトークセッション等の企画を用意した。

全体として、参加学生は約４７４名、参加企業数は３９社だった。

【Ｗｅｂ開催１回目】

・開催日：令和６年１２月１４日（土）

・参加学生数：１２３名

・参加企業数：２８社

【Ｗｅｂ開催２回目】

・開催日：令和７年１月１０日（金）

・参加学生数：１７１名

・参加企業数：３６社

【東京会場】

・開催日：令和７年２月７日（金）

・参加学生数：１２４名

・参加企業数：３５社

【大阪会場】

・開催日：令和７年２月１５日（土）

・参加学生数：５６名

・参加企業数：２０社

【プログラム内容】（各日程共通）
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・各企業説明（各企業１クール３０分、Ｗｅｂ各日１０クール、会場各日７クール）

・特別プログラム１：講演会「物流業界の現状と未来 求める人材像について」

・特別プログラム２：トークセッション

・特別プログラム３：投票形式 ぶっちゃけ質問会！（Ｗｅｂのみ）

※参加企業一覧（５０音順）

㈱イーソーコドットコム／上野トランステック㈱／㈱ＡＮＡ Ｃａｒｇｏ／

ＳＢＳフレック㈱／ＮＲＳ㈱／ＮＸ商事㈱／Ｆ－ＬＩＮＥ㈱／花王ロジスティクス㈱／

ケイヒン㈱／鴻池運輸㈱／佐川急便㈱／佐川グローバルロジスティクス㈱／山九㈱／

セイノースーパーエクスプレス㈱／センコー㈱／第一貨物㈱／中越運送㈱／

東京九州フェリー㈱／東洋埠頭㈱／トナミ運輸㈱／㈱ニチレイロジグループ本社／

㈱日新／日鉄物流㈱／日本貨物鉄道㈱／日本梱包運輸倉庫㈱／日本通運㈱／

日本オイルターミナル㈱／日本石油輸送㈱／日本パレットレンタル㈱／日本ロジテム㈱／

濃飛倉庫運輸㈱／福山通運㈱／㈱丸運／丸全昭和運輸㈱／三井倉庫㈱／

三菱倉庫㈱／安田倉庫㈱／ユーピーアール㈱／ロジスティード㈱

⑤「ロジスティクスＰＲグループ２０２４～物流いいとこみつけ隊」会合の開催

会員企業の若手社員で構成する物流いいとこみつけ隊とともに、物流業界研究Ｗｅｂ

セミナーや物流業界合同説明会の開催等をテーマに、運営方法や当日の流れについて意

見交換を計５回行った。

・開催日：令和６年５月８日（水）、８月２８日（金）、９月２７日（金）、

    １０月２８日（月）、令和７年３月１９日（水）

・会 場：全日通霞が関ビル８階中会議室 ※オンライン併用

⑥大学寄附講座の実施

物流各界を代表するトップマネジメントがそれぞれの立場から物流事情を講義する

大学寄附講座を、前期２校、後期１校で実施した。

・前期：青山学院大学 毎週月曜日（令和６年４月８日～７月２２日）

         登録学生 ２００名

    東京都立大学 毎週火曜日（令和６年４月９日～７月１６日）

         登録学生 ２０９名

・後期：横浜国立大学 毎週木曜日（令和６年１０月１７日～令和７年１月３０日）

         登録学生 １７４名

⑦学内セミナーへの講師派遣

各大学が学生の業界研究のために実施する「学内セミナー」に参加し、物流連から物

流業界の現状と未来や、求める人材像等についての講義を以下の大学で実施した。

・清泉女子大学（動画提供）       令和６年６月６日（木）
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・東京女子大学（オンライン）      令和６年６月１７日（月）

・拓殖大学（オンライン）        令和６年１１月２９日（金）

・杏林大学（動画提供）         令和６年１１月２９日（金）

⑧物流見学ネットワークの受け入れ

若い世代への物流業の認知度向上を目指し、会員企業の全国各地の物流施設の見学会

を物流連ホームページで斡旋・紹介している。

登録されている物流施設を更新・拡充し、４月現在６８拠点を掲載している。

令和６年度は２８カ所で受け入れを実施し、１,２７４名が見学を行った。

・小 学 校      １３校  １,０２５名

・中 学 校       ５校    １１０名

・高 校         ２校     １２名

・大 学         ７校    １０７名

・教育委員会       １件     ２０名

⑨中学生職場体験の受け入れ

主に中学生を対象として職場体験実習を行い、実際に「働く」ことを体験するととも

に、物流の仕組み等を勉強する機会を以下２校に提供した。

・新宿区立牛込第三中学校

参加人数：３名  日程：令和６年９月１１日（水）～９月１３日（金）

・東京都立白鷗高等学校附属中学校

参加人数：３名  日程：令和６年１１月１２日（火）～１１月１４日（木）

⑩物流学習の拡充

新たな取り組みとして、大学生を対象として、物流業の社会的重要性や先進性、基礎

知識への理解を深め、業界の魅力や興味を持ってもらうことを目的とし、物流業の基礎知

識が学べる「物流業界セミナー＆座談会」をＷｅｂにて計３回開催した。

・令和６年９月３０日（月） １０：００～１２：００ 参加者：７名

・令和６年１０月２３日（水） １０：００～１２：００ 参加者：５名

・令和６年１１月１１日（月） １０：００～１２：００ 参加者：３名

⑪荷主や一般消費者向けに、物流の認知度を上げる取り組みの充実強化

広く消費者に向けて、物流が危機的な状況にあることを伝え、持続可能な物流の実現

のためにどのようにすればよいか考えていただく契機とすることを狙いとし、新聞への

意見広告を活用して、アンケート調査を実施した。

【概要】

・掲載日：令和７年３月２６日(水)

・掲載紙：朝日新聞 東京・大阪セット版 朝刊１５段（１面）カラー
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⑫活躍する女性の紹介

物流業界における女性の活躍状況を広く社会に発信するため、物流業界で働く女性社

員にインタビューを実施し、業務の内容や物流業でのやりがい、今後の抱負等を会報の

「会員企業をたずねる 女性の力、女性の声」のページや物流連のホームページで紹介し

た。

・佐川グローバルロジスティクス㈱ 会報１０８号（６月発行）ホームページ掲載

・第一貨物㈱           会報１０９号（９月発行）ホームページ掲載

・東京九州フェリー㈱       会報１１０号（１２月発行）ホームページ掲載

・日本通運㈱           会報１１１号（３月発行）ホームページ掲載

また、物流連発行の「数字でみる物流２０２４年度」の表紙には物流業界で働く女性社

員の業務風景を撮影して掲載し、インタビュー記事を会報１１０号の紹介ページにて掲

載した。（掲載企業：ヤマトホールディングス㈱、スプリング・ジャパン㈱）

  

⑬マイナビ主催「マイナビ転職フェア東京」に出展

新たな取り組みとして、転職者や再就職を考えている求職者を対象に、物流業界や物

流企業の社会的重要性や先進性を伝え、就職先として物流業界を選んでもらう目的とし、

株式会社マイナビ主催の「マイナビ転職フェア東京」に物流連としてブースを出展した。

当ブースに着席した求職者３６名に対し、物流業界の説明や会員企業の採用情報等に

ついて案内を行った。

【概要】

・開催日 ：令和７年３月２０日(木) １１：００～１８：００

・会 場 ：東京国際フォーラム

・ブース名：【物流業界】転職相談コーナー ～運ぶだけじゃない！魅力をご紹介～

（３）国際業務委員会関係

①令和６年度第１回国際業務委員会

・開催日：令和６年１０月１０日(木)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：９１名（対面２４名、オンライン６７名）

・講 師：国士舘大学 政経学部教授 助川成也氏

・テーマ：「揺れる世界の中での ASEAN の現状と課題 -物流を中心に-」

第二部「委員会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：３２名（対面２４名、オンライン８名）
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・議 題：a.最近の国土交通省における国際物流政策の取り組みについて（国土交通省）

b.令和６年度活動上期活動報告及び令和６年度下期活動計画について

委員会では、伴野委員長の挨拶の後、国土交通省 物流・自動車局 牧野国際物流室

長から最近の国土交通省における国際物流政策の取り組みについて説明が行われた。

続いて、事務局から上期の活動報告として、海外物流戦略ワーキングチームで進め

ている海外物流事情実態調査（インドが対象国）に関する経過報告を行った。

次に、下期の活動計画として、「海外物流事情実態調査」の今後の進め方、「コー

ルドチェーン物流サービスの規格普及に向けた取組み」に係る会議の予定等について

説明が行われ、原案通り承認された。

②令和６年度第２回国際業務委員会

・開催日：令和７年３月２１日(金)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：３６名（対面１９名、オンライン１７名）

・講 師：株式会社国際協力銀行 高橋勝茂氏

・テーマ：「JBIC as a Navigator ～日本企業の海外進出支援について～」

第二部「委員会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：３０名（対面１９名、オンライン１７名）

・議 題：a.最近の国土交通省の国際物流政策の取り組みについて（国土交通省）

b.令和６年度活動報告について

c.令和７年度活動計画（案）について

委員会では、伴野委員長の挨拶の後、国土交通省 物流・自動車局 牧野国際物流室

長から最近の国土交通省の国際物流政策の取り組みについて説明が行われた。

続いて、事務局からISO/TCでの活動内容やインドを対象国とした海外物流事情実態

調査の中間報告など令和６年度の活動報告があった。

次に、令和７年度の活動計画（案）については審議が行われ、本年に引き続き「物

流企業の国際展開に資するための施策を実施する」をスローガンに掲げ、インド物流

事情実態調査の実施、物流分野における国際標準化に関する取り組み等、原案通り承

認された。

③海外物流戦略ワーキングチームの活動

国際業務委員会では、国土交通省幹部を交えたワーキングチームを結成し、海外に

おいて我が国の物流事業者がどのような問題を抱え、どのような要望を持っているか

等を把握し、一企業を超える横断的問題について検討を行うため、会合を定期的に開
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催している。令和６年度は計４回の会合を開催した。

海外物流事情実態調査は令和６年から令和７年にわたり行い、対象国はインドと

し、本年はＷｅｂの活用やデスクトップ調査等により調査を実施した。なお、現地調

査については、令和７年４月２０日から２７日にインド現地調査を行う予定。本年か

らは、海外物流戦略ワーキングチームメンバー企業からの参加を募って行うこととし

たが、メンバー企業の日程調整ができないなどの理由から事務局のみで行うこととな

った。

また、国土交通省による講演を通じて同省の国際物流政策に関する理解を深め、情報

共有を図るとともに、同省が行う各種アンケートへの協力等を行った。

＊第１回ワーキングチーム会合

・開催日：令和６年７月１８日(木)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：１４７名（対面３１名、オンライン１１６名）

・講 師：ジェトロ 調査部 主幹（南西アジア）河野将史氏

          調査部 アジア大洋州課 深津佑野氏

・テーマ：「インドのビジネス環境と機会」

第二部「ワーキングチーム会合」

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：４６名（対面３１名、オンライン１５名）

・議 題：a. 最近の国土交通省の国際物流政策の取り組みについて(国土交通省）

b. 海外物流戦略 WTの活動について（事務局）

＊第２回ワーキングチーム会合

・開催日：令和６年９月１９日(木)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：１０８名（対面２７名、オンライン８１名）

・講 師：拓殖大学 国際部 教授 椎野幸平氏

・テーマ：「モディ政権の物流に与える対外経済とその背景」

第二部「ワーキングチーム会合」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：４２名（対面２７名、オンライン１５名）

・議 題：a. 最近の国土交通省の国際物流政策の取り組みについて(国土交通省）

b. 海外物流戦略 WTの活動について（事務局）

海外物流事情実態調査（インド）アンケート実施について（事務局）

＊第３回ワーキングチーム会合
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・開催日：令和６年１２月１２日(木)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：９３名（対面２５名、オンライン６８名）

・講 師：株式会社 フォーイン 企画調査部 部長 前田偉康氏

・テーマ：「自動車生産世界４位のインド、小型車のグローバル生産拠点化進む」

第二部「ワーキングチーム会合」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：５０名（対面２５名、オンライン２５名）

・議 題：a.最近の国土交通省の国際物流政策の取り組みについて(国土交通省）

b.海外物流戦略 WTの活動について（事務局）

海外物流事情実態調査（インド）アンケート結果について（事務局）

＊第４回ワーキングチーム会合

・開催日：令和７年２月２０日(木)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：６２名（対面２０名、オンライン４２名）

・講 師：一般財団法人 日本規格協会

システム系・国際規格開発ユニット 水野由紀子氏

・テーマ：「物流事業者／顧客における日本主導の国際規格策定」

第二部「ワーキングチーム会合」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：３４名（対面２０名、オンライン１４名）

・議 題：a. 最近の国土交通省の国際物流政策の取り組みについて(国土交通省）

b. 令和５年度活動報告、令和７年度活動方針（事務局）

海外物流事情実態調査（インド）デスクトップ調査中間報告（事務局）

④コールドチェーン物流サービス規格等の普及に向けた取り組み

日本主導のコールドチェーン物流サービス規格である日本規格協会規格(BtoB)と中

国主導のフィジカルインターネットセンター規格(イノベーティブロジスティクス)の

両規格の普及・検討に向けた取り組みが官民連携して進められている。

  日本主導の ISO31512(BtoB)については昨年１２月に ISO 規格として発行され、今後

は、日本規格の策定と普及に向けた活動が引き続き行われると考えられ、この規格につ

いては、TC315 委員・日本規格の作成についても委員として参画する予定。

  イノベーティブロジスティクス規格については、中国及び韓国の動向を見ながら、日

本企業に不利にならない規格になるよう防戦している状況となっている。この規格につ

いても委員として参画しており、来年度も継続する予定。
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（４）物流環境対策委員会関係

① 令和６年度 第１回物流環境対策委員会

・開催日：令和６年９月２４日(火)

第一部 講演会

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：８７名（対面１８名、オンライン６９名）

・講 師：Ｆ－ＬＩＮＥ株式会社 江藤 正明 氏

・テーマ：「冷凍食品の環境にやさしく持続可能な幹線輸送の実現について」

第二部 委員会

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：２７名（対面１８名、オンライン９名）

・議 題：a.令和６年度上期活動報告について

b.令和６年度下期活動計画（案）について

委員会では、上期の活動として、第２５回物流環境大賞の表彰結果、「物流分野に

おける低炭素・脱炭素化推進に向けた情報交換会」の活動として、鈴与㈱による講

演・意見交換（第１回会合）や施設見学会（第２回会合）を実施した報告を行った。

また、下期活動計画（案）として、第１回モーダルシフト優良事業者大賞表彰の表

彰式を１１月に、第２３回グリーン物流パートナーシップ会議・優良事業者表彰を１

２月に行うこと、情報交換会の活動として物流施設の見学会を予定していることな

どを説明し、下期活動計画は原案通り承認された。

② 令和６年度 第２回物流環境対策委員会

・開催日：令和７年３月１３日(木)

第一部 講演会

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：３６名（対面１５名、オンライン２１名）

・講 師： 株式会社コクヨロジテム 松浦 鉄男 氏

・テーマ：「『物流 2024 年問題』への対策とモーダルシフト推進」

第二部 委員会

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：２２名（対面１５名、オンライン７名）

  ・議 題：a.令和６年度下期の活動報告について

    b.令和７年度の活動計画（案）について

委員会では、令和６年度の活動報告と、令和７年度活動計画について審議が行わ

れ、「物流環境大賞」や「モーダルシフト優良事業者大賞表彰」等のさらなる充実を

図っていくことを含め、原案通り承認された。
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③ 第２５回「物流環境大賞」の表彰

物流部門における、環境保全の推進や環境意識の高揚等を図り、物流の健全な発展

に貢献した団体・企業または個人を表彰する制度である「物流環境大賞」の表彰を行

った。

本年度は２９件の応募があり、のべ６１社を表彰した。

・表彰式開催日：令和６年６月２８日(金)

・会場：第一ホテル東京

（受賞企業一覧）

a.物流環境大賞（１件）

・味の素冷凍食品㈱／Ｆ－ＬＩＮＥ㈱

b.低炭素物流推進賞（３件）

1)大成ユーレック㈱／日本通運㈱／日本貨物鉄道㈱

2)ネスレ日本㈱

3)フジパン㈱／㈱リョーユーパン／㈱フランソア／㈱タカキベーカリー

／佐川急便㈱

c.サステナブル活動賞（１件）

・日本通運㈱

d.先進技術賞（該当なし）

e.日本物流記者会賞（１件）

・佐川急便㈱

f.特別賞（１９件）

1) カバヤ食品㈱／リンク＆リンケージ㈱／㈱ロッテ／㈱曙運輸／全国通運㈱／

日本貨物鉄道㈱／日本石油輸送㈱

   2) 共栄社化学㈱

   3) ㈱クラベ／ユニ・チャーム㈱／鴻池運輸㈱／ロジスティードエクスプレス㈱／

ロジスティード㈱

   4) 佐川急便㈱／西濃運輸㈱

   5) 佐川急便㈱／㈱ユーグレナ

   6) 山九㈱／三井化学㈱

   7) 山九㈱／三井化学㈱／徳山通運㈱

   8) 新日本海フェリー㈱／キリングループロジスティクス㈱／マリネックス㈱
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   9) セイノーホールディングス㈱

   10) 東京九州フェリー㈱／㈱ブリヂストン／ブリヂストン物流㈱／マリネックス㈱

   11) 日本梱包運輸倉庫㈱

   12) 日本通運㈱

   13) 三井倉庫㈱／いすゞロジスティクス㈱

   14) ヤマト㈱／㈱カナメカーゴ

   15) ㈱ランテック

   16) ㈱ロジスティクス・ネットワーク／㈱ウオロク／㈱シノプス

   17) ㈱ロジスティクス・ネットワーク／ニチレイロジグループ地域各社

   18) AS ブレーキシステムズ㈱／碧南運送㈱／鈴与㈱／鈴与カーゴネット㈱

   19) SBS 東芝ロジスティクス㈱／㈱ジャパンディスプレイ

④ 第１回 「モーダルシフト優良事業者大賞表彰」の実施

モーダルシフトの促進を図るため、モーダルシフトを積極的に推進した優良な事業

者を顕彰する制度として、昨年度までの「モーダルシフト取り組み優良事業者表彰」

制度から変更して、広く荷主企業も応募できるようにした「モーダルシフト優良事業

者大賞表彰」の表彰を行った。本年度は、１６件の応募があり、のべ４１社を表彰し

た。

・開催日：令和６年１１月２１日(木)

・会 場：海運クラブ

（受賞企業一覧）

a.大賞(１件)

・㈱コクヨロジテム／日本通運㈱

b. 革新的取組み部門賞（２件）

1) ㈱シジシージャパン／㈱ラルズ／㈱フレスタ／

原信ナルスオペレーションサービス㈱／全国通運㈱

2) ナイキジャパングループ合同会社／佐川グローバルロジスティクス㈱／

佐川急便㈱／㈱アッカ・インターナショナル

    c.連携・協働部門賞（２件）

1) 味の素㈱／味の素食品㈱／Ｆ－ＬＩＮＥ㈱

2) 三井化学㈱／丸全昭和運輸㈱／㈱ニヤクコーポレーション／安全運輸㈱

d. 継続拡大部門賞（１件）

・ 山九㈱

e. 効率化・省人化部門賞（２件）

1) センコー㈱

2) 富士フイルムロジスティックス㈱／鈴与㈱／鈴与カーゴネット㈱

f.奨励賞（８件）
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1) ㈱ＯＣＣ／㈱サンキュウ・トランスポート・東京／㈱商船三井さんふらわあ／

鐵伸運輸㈱

2) 佐川急便㈱

3) シーピー化成㈱／佐川急便㈱

4) タカラ化工㈱／鈴与㈱／鈴与カーゴネット㈱

5) チタン工業㈱／鈴与㈱／鈴与カーゴネット㈱

6) 日本通運㈱

7) 日本ペイント・オートモーティブコーティングス㈱／日本通運㈱

8) ＹＫＫ ＡＰ㈱／日本通運㈱

⑤ 「令和６年度 グリーン物流パートナーシップ会議

物流パートナーシップ優良事業者表彰」を実施

本会議は、グリーン物流の推進に向けて荷主と物流事業者が連携を深める場として平

成１７年に発足したもので、国土交通省、経済産業省、日本ロジスティクスシステム協

会と物流連が会議・表彰制度の運営に当たっており、複数事業者間のパートナーシップ

により、物流分野の環境負荷低減に関して特に顕著な功績があった取り組みに対して表

彰を行っている。本年度は、以下の通り表彰を行った。

  

・開催日：令和６年１２月２３日(月)
・場 所：砂防会館別館

本年度は１６件の応募があり、以下の１０件が表彰された。

（１）国土交通・経済産業大臣表彰 各１件

（２）物流 DX・標準化表彰２件 （３）物流構造改革表彰２件

（４）強靭・持続可能表彰２件 （５）特別賞２件

⑥ 物流分野における低炭素・脱炭素化推進に向けた情報交換会

  （略称：カーボンニュートラル情報交換会）

２０５０年カーボンニュートラルや２０３０年の中期目標に向けた動き、国や産業界

の対応や物流業界の取り組み等について、有識者による講演や会合メンバーによる事例

発表を通じて、情報交換を行っているほか、環境負荷低減に資する産業施設の見学も開

催している。本年度は、3 回の会合を行い、先進的な取り組みを行っている物流企業、

荷主企業、学識経験者と、様々な角度からの講演会及び施設見学会を行い、情報提供と、

参加同士での情報共有の機会とした。

・第１回会合：令和６年６月５日(水)
鈴与株式会社 齋藤宏行 氏による講演会「物流における環境負荷軽減の取り組み」

及び情報交換会

・第 2回会合：令和６年７月１０日(水)
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小西医療器株式会社 大阪ソリューションセンターを見学

・第 3回会合：令和７年２月１２日(水)
慶應義塾大学 総合政策学部教授 白井さゆり氏による講演会

「世界で高まる環境経営の重要性」及び情報交換会

⑦ 各種表彰事例の普及

上記の通り、会員企業等における環境活動の促進に資するため、「物流環境大賞」、「モ

ーダルシフト優良事業者大賞表彰」等を受けた優良事例を紹介する講演会を開催するな

ど、普及啓発に努めた。

（５）経営効率化委員会関係

①令和６年度第１回経営効率化委員会

・開催日：令和６年９月１０日(火)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：約２００名（対面１８名、オンライン約１８０名）

・講 師： 流通経済大学流通情報学部 教授(㈱ＮＸ総合研究所 顧問) 大島弘明氏

・テーマ：「物流の２０２４年問題の現状と課題

～昨今の行政と物流業界の動向について～」

第二部「委員会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：２７名（対面参加１８名、オンライン参加９名）

・議 題：a. 令和６年度 上期活動報告

      b. 令和６年度 下期活動計画（案）

  委員会では、令和６年度上期活動報告として、ダイバーシティ推進ワーキングチーム

（高齢者活躍推進）における活動報告、「官民物流標準化懇談会」及び「パレット標準化

推進分科会」、「モーダルシフト推進・標準化分科会」への参画等について事務局から説

明があった。

続いて、下期活動計画として、新たにダイバーシティ推進ワーキングチーム（障がい

者活躍推進）を立ち上げる旨とその活動予定等について事務局から説明が行われ、下期

活動計画は原案通り承認された。

②令和６年度第２回経営効率化委員会

・開催日：令和７年３月３日(月)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：約８０名（対面１６名、オンライン約６５名）

・講 師：株式会社Ｔ２ 代表取締役ＣＥＯ 森本成城氏
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・テーマ：「Level 4 自動運転トラックを活用した物流サービスの実現へ向けて

       ～ 完全無人運送サービス実現の見通し ～」

第二部「委員会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：２７名（対面１５名、オンライン１２名）

・議 題：a. 令和６年度下期 活動報告

     b. 令和７年度 活動計画（案）

     c. 先進技術活用促進に向けた新たな取り組みについて

  

委員会では、ダイバーシティ推進ワーキングチーム（障がい者活躍推進）の活動状

況、施設見学会、「官民物流標準化懇談会」及び「モーダルシフト推進・標準化分科

会」への参画等について事務局から説明が行われた。

続いて、令和７年度活動計画（案）として、ダイバーシティ推進ワーキングチーム

（障がい者活躍推進）の調査検討を継続すること、「先進技術の活用」、「物流デジタル

化」等に関する検討、及び施設見学会の実施等の説明が事務局から行われ、原案通り

承認された。

最後に、物流業界における先進技術の活用を今後さらに推進していくため、委員会

として令和７年度以降実施していく取り組みについて意見交換が行われた。

③ダイバーシティ推進ワーキングチーム(高齢者の活躍推進)

経営効率化委員会のもとに令和５年度に立ち上げた「高齢者の活躍推進」をテーマ

とするワーキングチーム（座長：東京女子大学 二村真理子教授）の第５回（最終回）

の会合を開催し、高齢者雇用の現状、各企業が抱える問題点・課題等の把握、及び高

齢者の活躍推進のための方策等についての調査検討の最終報告案を取りまとめ、報告

書を発行した。

＊第５回会合（最終回）

・開催日：令和６年５月２９日(水)

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：１９名（対面参加１０名、オンライン参加９名）

・議 題：最終報告案についての概要説明及び質疑応答

     

＊報告書発行

「物流事業者における高齢者活躍推進に向けた調査検討 報告書」

・公表日：令和６年６月２４日(月)
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④ダイバーシティ推進ワーキングチーム(障がい者の活躍推進)

経営効率化委員会のもとに「障がい者の活躍推進」をテーマとするワーキングチーム

（座長：東京女子大学 二村真理子教授）を立ち上げ、計２回の会合を開催した。プレア

ンケート調査、講演会、物流連全会員を対象としたアンケート調査、及び先進的取り組

みを行っている会員企業への個別ヒアリングを実施し、物流業界における障がい者雇用

の現状と課題について調査検討を行った。

＊第１回会合

・開催日：令和６年１０月１６日(水)

第一部「講演会」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：約８０名（対面２１名、オンライン約６０名）

・講 師：独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構

障害者職業総合センター 職業リハビリテーション部

指導課長補佐 池田崇文氏

・テーマ：「障がい者雇用及び障害者雇用促進法の現状と課題」

第二部「ワーキングチーム会合」

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：２４名（対面２１名、オンライン３名）

  ・議 題：a.ワーキングチームの概要説明

b.プレアンケート調査の結果報告

c.物流連会員あてアンケート調査案について

     

  ＊第２回会合

  ・開催日：令和７年２月２６日(水)

  ・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

  ・出席者：２２名（対面１４名、オンライン８名）

  ・議 題：a.アンケート調査結果報告   

b.障がい者活躍推進のための課題

c.事業者への個別ヒアリング項目案について

⑤施設見学会

物流業界における「先進技術の活用」、「物流デジタル化」等に関する検討の一環とし

て、花王株式会社豊橋工場内倉庫の見学会を実施し、日本初となる自動運転フォークリ

フトによる製品のトラックへの積み込み作業を本格稼働させた次世代倉庫施設を見学

した。

＊施設見学会

・開催日：令和６年１１月２０日(水)
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・見学先：花王株式会社 豊橋工場（愛知県豊橋市）

⑥「官民物流標準化懇談会」及び「モーダルシフト推進・標準化分科会」への参画

総合物流施策大綱の重要施策である物流標準化の実現に向け、産学官が連携して課題

や推進方策の議論・検討を行う「官民物流標準化懇談会」が設置・開催されており、物

流連会長が構成員として参画している。

また、同懇談会の下に「パレット標準化推進分科会」、「モーダルシフト推進・標準化

分科会」が設けられており、物流連も構成員として参画している。「パレット標準化推進

分科会」については令和６年６月の最終取りまとめ公表をもって活動を終了した。

＊パレット標準化推進分科会 最終取りまとめ公表

・公表日：令和６年６月２８日(金)

＊第４回 モーダルシフト推進・標準化分科会

・開催日：令和６年７月３１日(水)

・会 場：オンライン開催

＊第４回 官民物流標準化懇談会

・開催日：令和６年１１月５日(火)

・会 場：中央合同庁舎第３号館４階 幹部会議室

（６）その他

①国土交通大臣との意見交換を実施

令和６年９月１８日（水）、斉藤国土交通大臣と物流連の会長・副会長との意見交換会

が開催された。これは、物流革新及び賃上げ・価格転嫁の実現に向けて意見交換を行う

会合であり、出席した会長・副会長がそれぞれの立場から意見を申し述べ、最後に斉藤

大臣から国としての取り組み等について発言があった。

２.公益目的支出計画による事業活動
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実施事業＜継続事業＞に関する事業報告

① ＜継続事業１＞ キャリア教育支援事業

大学生などが物流事業について理解を深める機会を提供するため、物流業界合同説

明会を東京・大阪会場及びＷｅｂにおいて実施した。（学生４７４名が参加）

② ＜継続事業２＞ 物流関連調査・研究事業

調査・研究として、下記の活動を行った。

ａ．インドを対象国とする海外物流事情実態調査

b. 物流事業者における高齢者活躍推進に向けた調査検討

c. 物流事業者における障がい者の活躍推進に向けた調査検討

③ ＜継続事業３＞ 物流の環境対応に資する活動事業

「物流環境大賞」については、大賞をはじめとした複数の部門賞に関し、令和６年６

月に、２９案件、６１社を表彰した。

「モーダルシフト優良事業者大賞表彰」（※「モーダルシフト取り組み優良事業者表

彰」から変更）については、１１月に、１６案件、４１社を表彰した。

「物流パートナーシップ優良事業者表彰」については、経済産業省、国土交通省、日

本ロジスティクスシステム協会並びに当連合会の共催で、１２月に、２３回目の本会議

を開催し、各表彰を行った。

④ ＜継続事業４＞ 大学寄附講座

教育支援の一環として行っている大学寄附講座については、以下の３大学で実施した。

・前期：青山学院大学 毎週月曜日（令和６年４月８日～７月２２日）

    東京都立大学 毎週火曜日（令和６年４月９日～７月１６日）

・後期：横浜国立大学 毎週木曜日（令和６年１０月１７日～令和７年１月３０日）
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３．広報・情報提供・出版事業等の活動

（１）会員及び外部への情報提供等

①「新年賀詞交換会」の開催

令和７年１月２９日（水）第一ホテル東京において、新年賀詞交換会を開催した。参

加者は約２１０名。

②「物流連セミナー」の開催

新年賀詞交換会に先立ち、「物流革新への取組みと今度の展開」と題して、物流連セミ

ナーを開催した。

本セミナーでは、最初に、①国土交通省物流・自動車局長 鶴田浩久氏②ダイキン工

業株式会社物流本部業務部長  磯田芳子氏③株式会社シジシージャパン商品本部生鮮

事業部青果チームユニットリーダー 松本和隆氏らの講演の後、敬愛大学教授 根本敏

則氏の全体講評を発表する形式で実施した。

出席者は、１８４名（対面１６６名、オンライン１８名）であった。

③「物流連懇談会」の開催

物流連では、平成２４年度から、会員への情報提供や会員相互の情報交換を定期的に

図る場として、年２回、物流連会員企業・団体等のトップ（代表者）を講師に招いた講

演会を午餐会形式で開催している。

第２４回懇談会は、令和６年４月４日（木）学士会館にて、講師に(一社)日本船主協

会 会長・川崎汽船株式会社 代表取締役社長 明珍幸一氏を迎え、「海運業界の競争力

強化～低・脱炭素化社会の実現と海事人材の確保について～」と題して開催した。参加

者は５９名。

第２５回懇談会は、令和６年１０月２４日（木）学士会館にて、講師に(一社)日本倉

庫協会会長・三菱倉庫株式会社取締役会長 藤倉正夫氏を迎え、「三菱倉庫の過去・現

在・未来」と題して開催した。参加者は７２名。

④「講演会」等の開催

  各委員会等の開催に合わせて、物流連会員向けに、外部講師を招いた講演会等を以

下のとおり実施した。（計１４回）

テーマ：「物流における環境負荷軽減の取り組み」

（物流分野における低炭素・脱炭素化推進に向けた情報交換会）

・開催日：令和６年６月５日（水）

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室
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・出席者：２１名（対面１８名、オンライン３名）

・講 師：鈴与株式会社 齋藤 宏行 氏

テーマ：「改正物流法説明会」

・開催日：令和６年６月１１日（火）

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：約１３０名（対面３６名、オンライン約９４名）

・講 師：国土交通省物流・自動車局物流政策課課長補佐（総括） 林田雄介氏

テーマ：「インドのビジネス環境と機会」（海外物流戦略ワーキングチーム）

・開催日：令和６年７月１８日（木）

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：約１４７名（対面３１名、オンライン約１１６名）

・講 師：ジェトロ 調査部 主幹（南西アジア）河野将史氏

調査部 アジア大洋州課 深津佑野氏

テーマ：「物流の２０２４年問題の現状と課題

～昨今の行政と物流業界の動向について～」（経営効率化委員会）

・開催日：令和６年９月１０日（火）

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：約２００名（対面１８名、オンライン約１８０名）

・講 師：流通経済大学流通情報学部 教授(㈱ＮＸ総合研究所 顧問) 

大島弘明氏

テーマ：「モディ政権の物流に与える対外経済とその背景」

（海外物流戦略ワーキングチーム）

・開催日：令和６年９月１９日（木）

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：約１０８名（対面２７名、オンライン約８１名）

・講 師：拓殖大学国際部教授 椎野幸平氏

テーマ：「冷凍食品の環境にやさしく持続可能な幹線輸送の実現について」                 

（物流環境対策委員会）

・開催日：令和６年９月２４日（火）

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：８７名（対面１８名、オンライン６９名）

・講 師：F-LINE 株式会社 江藤正明氏
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テーマ：「揺れる世界の中での ASEAN の現状と課題 -物流を中心に-」                 

（国際業務委員会）

・開催日：令和６年１０月１０日（木）

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：９１名（対面２４名、オンライン６７名）

・講 師：国士舘大学政経学部教授 助川成也氏

テーマ：「障がい者雇用及び障害者雇用促進法の現状と課題」

（障がい者活躍推進ワーキングチーム）

・開催日：令和６年１０月１６日（水）

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：約８０名（対面２１名、オンライン約６０名）

・講 師：独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構

障害者職業総合センター 職業リハビリテーション部

指導課長補佐 池田崇文氏

テーマ：「自動車生産世界４位のインド、小型車のグローバル生産拠点化進む」

（海外物流戦略ワーキングチーム）

・開催日：令和６年１２月１２日（木）

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：約９３名（対面２５名、オンライン６８名）

・講 師：株式会社フォーイン企画調査部部長 前田偉康氏

テーマ：「世界で高まる環境経営の重要性」

（物流分野における低炭素・脱炭素化推進に向けた情報交換会）

・開催日：令和７年２月１２日（水）

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：３９名（対面２２名、オンライン１７名）

・講 師：慶応義塾大学 総合政策学部教授 白井さゆり氏

テーマ：「物流事業者／顧客における日本主導の国際規格策定」

（海外物流戦略ワーキングチーム）

・開催日：令和７年２月２０日（木）

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：約６２名（対面２０名、オンライン４２名）

・講 師：一般財団法人 日本規格協会

システム系・国際規格開発ユニット 水野由紀子氏

テーマ：「Level 4 自動運転トラックを活用した物流サービスの実現へ向けて
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    ～ 完全無人運送サービス実現の見通し ～」（経営効率化委員会）

・開催日：令和７年３月３日（月）

・会 場：全日通霞が関ビル８階会議室

・出席者：約８０名（対面１６名、オンライン約６５名）

・講 師：株式会社Ｔ２ 代表取締役ＣＥＯ 森本成城氏

テーマ：「『物流２０２４年問題』」への対策とモーダルシフト推進」（物流環境対策委員会）

・開催日：令和７年３月１３日（木）

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：２２名（対面１５名、オンライン７名）

・講 師：株式会社コクヨロジテム 松浦鉄男氏

テーマ：「JBIC as a Navigator ～日本企業の海外進出支援について～」                 

（国際業務委員会）

・開催日：令和７年３月２１日（金）

・会 場：全日通霞が関ビル８階大会議室

・出席者：３６名（対面１９名、オンライン１７名）

・講 師：株式会社国際協力銀行 高橋勝茂氏

⑤物流連「会報（Ｇｒｏｗ）」の発行

会員との交流を図るため、令和６年度には、年４回（６月、９月、１２月、３月）

発行した。

⑥ホームページを活用した情報発信強化

ホームページの会員専用ページを活用して、会員向けに講演会資料、各種報告書等

の情報提供を実施し、会員への情報発信強化を図った。

⑦「物流連のご案内」

物流連の組織や活動を紹介する「物流連のご案内」をより分かりやすく編集し、物

流業界関係者に向けたアピールや、会員・賛助会員の拡大などに活用している。

⑧メールマガジンによる情報発信

現在、物流連のメールマガジンは１，４５０人強の配信登録があり、物流に関わる

業界・行政等のニュースや各種統計情報、研修の案内等の情報発信を行っている。令

和６年度も、概ね２０日間隔で配信した。

⑨「論説委員・解説委員との懇談会」の実施

メディア関係者に物流の現状と課題、取り組みの方向性等について理解を深めてい



24

ただくため、令和７年２月、国土交通省幹部の参加を得て、主要な新聞社・テレビ局

の論説委員・解説委員と物流連幹部の懇談会を昨年に引き続き開催し、「物流の２０２

４年問題」等について意見交換を行った。

（２）出版事業

「数字でみる物流」の発行

２０２４年度版の物流担当者必携のポケットブック「数字でみる物流」を令和６年１

２月に発行した。これは、我が国の物流動向（国内物流、国際物流、輸送機関別輸送、

貨物流通施設、フォワーダー、消費者物流、情報化等の動向）について、最新数値を使

い、表・グラフ等にてわかりやすく詳細に解説したものである。

（３）研修事業

実務講座の開催

下記テーマによる実務研修シリーズを計３回開催した。

ａ. 新任担当者のための「物流・ロジスティクス入門講座」

  令和６年９月４日(水)  １１名 （会場：砂防会館）

ｂ. 「物流現場業務改善の実務」

  令和６年９月１０日(火) ８名 （会場：砂防会館）

ｃ. 「物流コスト管理入門セミナー」

  令和６年９月１７日(火) １３名 （会場：砂防会館）

（４）物流ＥＤＩ事業

下記の業務を行うとともに、関係者に情報提供を行った。

・物流ＥＤＩ標準「ＪＴＲＮ」及び「物流ＸＭＬ/ＥＤＩ標準」の維持管理

・ホームページ及び物流ＥＤＩセンターメールマガジンを通じての情報発信及び物流

ＥＤＩの普及活動

・サプライチェーン情報基盤研究会等のＥＤＩ標準化団体との連携及び委員会への参

加を通じた他業界との交流による普及活動

・流通業界のＥＤＩ標準推進団体である流通ＢＭＳ推進協議会への参加

・ＲＦＩＤ等ＥＤＩ関連技術の情報収集と物流情報化への適用事例の検討

  ・「物流情報標準化検討委員会」への参加

（５）サイバーセキュリティ関連

内閣官房内閣サイバーセキュリティセンター（ＮＩＳＣ）が支援する重要インフラ分

野の業界で構成するセプターカウンシル（重要インフラ１５分野、２１セプターで構成）
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に、物流セプター幹事として参加し、サイバーセキュリティに関する業界横断的な情報

交換・情報収集を行っている。令和６年１２月には、ＮＩＳＣが主催するサイバーセキ

ュリティに関する全分野一斉演習に国土交通省、物流事業者とともに物流セプター事務

局として参加した（同演習には８６９組織、６，９８１名が参加）。

また、国土交通省が主導する交通 ISAC のＷＧの活動（物流、鉄道、航空各分野で構

成）にメンバーとして参加し、サイバーセキュリティに関する情報共有化を推進した。

加えて、国土交通省が主導する交通 ISAC のＷＧの活動（物流、鉄道、航空各分野で構

成）にメンバーとして参加し、サイバーセキュリティに関する情報の共有化を図った。
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４．総会・役員会等の開催状況

（１）総会

令和６年度定時総会

・開催日：令和６年６月２８日（金）

・会 場：第一ホテル東京４階「プリマヴェーラ」

・出席者：４０名 委任状４７名

・議 題：【報告事項】令和５年度事業報告について

       【第一号議案】令和５年度決算(案)について

     【第二号議案】役員の選任を求める件について

（２）正副会長会議

①第１回正副会長会議

  ・開催日：令和６年５月２１日（火）

②第２回正副会長会議

  ・開催日：令和６年１０月３１日（木）

③第３回正副会長会議

  ・開催日：令和７年３月１４日（金）

（３）理事会

①第１回理事会

・開催日：令和６年５月２１日（火）

・会 場：海運クラブ ３０３号室

・出席者：理事総数２８名中、出席者２０名

監事総数 ２名中、出席者 １名

・議 題：【第一号議案】令和５年度事業報告（案）について

【第二号議案】令和５年度決算（案）について

【第三号議案】役員候補者の選任について

【第四号議案】令和６年度定時総会の招集について

②第２回理事会

・開催日：令和６年６月２８日

・会 場：第一ホテル東京 ４階「フローラ」

・出席者：理事総数２８名中、出席者１６名
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監事総数 ２名中、出席者 ２名

・議 題：【第一号議案】役員候補者の選任について

【第二号議案】常勤役員に対する退職慰労金について

③第３回理事会

・開催日：令和６年６月２８日（金）

・会 場：第一ホテル東京４階「フローラ」

・出席者：理事総数２８名中、出席者１７名

監事総数 ２名中、出席者 ２名

・議 題：【第一号議案】正副会長、理事長、代表理事及び業務執行理事の

選定について

④第４回理事会

・開催日：令和６年１２月９日（月）

・会 場：海運クラブ ３０３号室

・出席者：理事総数２８名中、出席者１７名

監事総数 ２名中、出席者 ２名

・議 題：【第一号議案】令和６年度事業報告(４月～１０月)(案)について

【第二号議案】公印の取扱い等に関する規程の一部改正について

【第三号議案】物流環境大賞表彰規程の改正について

⑤第５回理事会

・開催日：令和７年３月１７日（月）

・会 場：海運クラブ ３０４号室

・出席者：理事総数２８名中、出席者１８名(うちＷｅｂ参加３名)

監事総数 ２名中、出席者 ２名

・議 題：【第一号議案】令和７年度事業計画（案）について

       【第二号議案】令和７年度収支予算（案）について

【第三号議案】賛助会費規程の一部改正について

【第四号議案】常勤役員の報酬等について

【第五号議案】新規会員の入会について



28

５．会員の異動

会員種別
会 員 数

増減数
６年度末現在 ５年度末現在

正会員（団体会員） 14 14 0

正会員（企業会員） 80 82 -2

正会員 計 94 96 -2

賛助会員 41 43        -2

Ⅱ．業務の適正を確保するための体制の整備について

の決定等
特記すべきことは無い。

Ⅲ．事業報告の付属明細書について
事業報告書に詳細に記載したので、特記すべきことは無い。

以上


